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-慶長十三年 (1608)十一月の検地帳によると 戸数 21敷(家地屋4数町34) 人数 38 牛馬 10 
(屋 67)
-寛永十年 (1臼3)正月の人畜帳によると 戸数 9(家敷屋数 113) 人数 111 牛馬 46 
(屋地2町21)
(二)肥後図玉名郡蔵尾手永原加村の場合
-寛永十八年 (1641)八月の人音桜によると 戸数 31(家屋数不明〕 人数 218






( 11 ) 
一 白 ー 住居学
第3表の1 寛永十年肥後 落人畜改核記載ヨリ
身分 名 建物別 建物規模 摘 要
庄屋 次右エ門尉 16人 本 屋 2間Ox5問。 家数 15 
内1睡次宥エ欄官21同Fi貌B 
か ま や 2.0 x6.0 
'" 堂や 9尺 x4.0 2事F2.むすζ，15迄下 怠 仏 x2.0 
1.女むす房め おもて家り
2.0 x3.0 屋敷 1反2欽
稲 く 2.0 x4.0 (13.0 x 30. 0) 1. 門
番馬 や 1丈922尺0 尺x3.0 や  
おれ tま b、 や x3.0 
問名
子 家 x4.0 
1.下手 入 篤 や 1丈9尺l 尺x3.0 1. なへ 子 家 湾千2.下女 x2.0 
肝煎 孫左ヱ門 w 11人 本 屋 2.0 x5.0 家量~ 11 
1震ZEZZ門LF か ま や堂 2.0 x4.0 自 4ム 9尺 x2.0. ヱ へ J、 や 9// x3.0 Z軒2. ノ 1. 房ば
稲馬 〈 り 91丈尺 x3.0 l.ftl 2.う や x3.0 屋敷 1反 | 2.むすめ
同名 子 家 2.0 x4.0 (15.0 x2u. 0) 
かまや 9尺 x3.0 
稲馬 く ら x2.0 や 6尺 x2.0





お ゃく x4.0 屋敷 1反12歩1. 
稲馬 9尺 x2.0 (17m2尺x18.) 1. や 7尺 x2.01. 
1. 
小百姓 惣 右 .:z. 門 5人 本 屋 2.0 x4.0 家数 4 
21.小女む百す姓惣右13迄ヱ門下
か ま や 81丈尺 x3.0 
おやいへ x3.0 屋敷 4飲Oー6K3伊12 
1. 房形乙部， 馬 や 7尺 x2.0 (10.0 問3尺〉
1.おや 左ヱ門
小百姓 久 兵 三L 4人 本 屋 2.0 x4.0 家数 4 
1.小む百姓と久.兵13ヱ
カ〉 ま や堂 91丈尺 x4.0 
馬自 仏
x2.0 屋敷 7畝15歩
1. すζ ， や 91丈尺 x2.0 (15.0 x 15. 0) 1.むめ x4.0 
1.女房
頭百姓 忠 右 コL r~ 5人 本 屋 2.0 x4.0 家数 5
1.頭む百す姓忠右エ門 IJ' 
ま 屋 9尺 x2.0
'" 屋り 9尺 x3.0 屋敷 6畝15歩1. 乙 1.下人
稲馬 く 9// x2.0 
(13. 0 x 15. 0) 
1.女房ば や1.う
小百姓 久 左 .:z. 門 5人 本 屋 2.0 x4.0 家数 5 
1.小し百姓房り久く左ヱ門
か ま 屋 2.0 x4.0 
t稲馬u屋くへ 星やら 2.0 x3.0 屋重~ 5敏1. ほ うや 1丈 x3.0 (10. 0 x 15. 0) 
2.女 9尺 x2.0
1.う ば
小百姓 吉 蔵 7人
本名間 子 ノ 屋家 2.0 x3.0 事E歓 5
1小百と姓と吉蔵13 1.名八女子郎房
2.0 x4.0 
1.お と， かまや 9尺 x3.0 屋歎 101反.0砂x30間3尺
1.おや又右い物ヱ門 1. 自仏 どう 9尺 x2.0
やま 1.お や '" や 9尺 x3.0
1.う ば 宗主主


























































































































































2 x 5 






( 13 ) 













姓 安 竹 加 大 鶴 上 岩 三手 菊 回 徳 山 震 松 角 今
別 武 野 E事 ぬ 松 村 下 山 1 佐弁
森 場
上 永 内 回 岡 回 坂
戸数 19 1 1 3 1 3 1 1 3 2 2 12 5 1 1 5 6 1 1 



































( 14 ) 
白木 :住居家権の屋根形式の変化 - 67ー
日7間三:fZ
1 1.5(竹瓦〉












I 1 I (~. x ~. ~ 
1 . 1 '3. x3.5 







絵本邦重 |居割 (~. 5 x ~.
(338) r--1 ¥2. x5. 
/1 1 3. x3. 
小屋I_.~ペ­
/1 1 ":.!lX4 
秋山延邑 i居家I{5. x ~. 15 
(362) r--I ¥2. x2. 
小屋|号.リー ，
岡 1 1. Xl.!l 
大山奥消 |居剥(~. X~. 
(361) r-， ~2. メ 2
!小屋I~. x ~. _ 









!グ I2. x4.5 
|平















































































12. 1 (1) 
7. 1 (1) 












































































しかも， ζれらの“中門"造は，上記の史料や次の (第5表)調査資料(Jめから， 近世初期iζは平
野部iζ普遍的だったのが，次第iζ山間却に普及して，逆IC近世末期には平野部iと少くなってきた事が，
文積雪量の多い山間部程，母屋の前後iζ “Ijl門"の取イ打、た筏維な家格の多い;<.IJが，理解出来る。


























l調 査数 |前--中τ門コ形間一一態一別|厨後中 門造数 母屋数 |号敦 信|最深積雪盈村部落 門|その他I~t 門造の%
予4
1 
2霊指3揮i 岩船 2 35 
。。。35 80 44 
2 
OO0松内築 野 塚屋地野
2 5 4 。 1 10 202 5 
3 2 。 6 。 1 7 443 2 
4 2 23 7 2 。32 96 33 
5 5 51 1 。。52 377 14 
6 草稿躍 O0 事村11 納 1 37 。。 3 40 82 49 7 
松1 
1 2 5 。。 7 45 16 
8 3 12 1 。 3 16 44 36 
9 上 条 3 64 3 1 。68 88 77 
10 O 下鹿 条峠 4 22 1 
。。23 249 9 
11 3 18 3 5 。26 156 17 
12 下 条 12 40 69 15 。124 日8 22 
13 
書南中 期魚魚魚魚 総沼担
松中 之 IlJ 2 73 5 7 。85 167 
14 1 4 11 11 。26 45 58 
15 外大之 巻丸島 6 50 21 89 。160 307 !~ IJ 2m以上 I 16 1 66 4 14 。84 135 





( 17 ) 
- 70ー 住居学
第 6 表 庄内，西田川郡大野(八栄里村)の家系と家構の対比表
~ 系 家 構
文久以前 文久以後 文 久以前 文 久 以 後
本 家 |血非血縁縁分家 血縁分家 |非血縁分家 中 門 造 |その他 中門造 | その他 | 
大庄屋沼
両片中中門〈くm12田o0)〉 片J!E大作兵エ









































































































































































- 72- 住居 学
第 8 表 寛永二十一年 河 州 吏池村万改桜
登録人 石商 人IP~. 配偶者，子供惇12 白 系 下 人 吉正 座 敷
t屋11J寵室主 却 30405060 母兄第?で見王立庄屋 内ニ.，..
年待消右ヱ門 11 112 6 x 3 ~.5 x 2.5 局6qx1.5 相合
嘉兵 ヱ中 5.5')1 4: 21 1 1 1 6 x2.5 as2q仰xユ11・9 牛f庄ヴ"右三1兵疋兵ヱ門ヱ}相合
f3可与J5証F三おニ兵エ門ヱ
s4! 5.512 11 5 x ~ 2 x 1 ヱ
8. ~31 71 31 1 11 1 11 1 7 x 3 3 x 1 
圭手 郎
1.2151 31 11 11 1 3 メ 1
仁喜二郎家兵5附実兵三ヱエ之
1 6.5x 3 2 x 1 
上2O.694!11151 1 1 2 21 12 7 x 3 4 x 11 1 
32 7伺2司ilI ~ 1 1 5 x 2 5 x 2 6 x 1 
久 ヱ 5.644J 21 31 12 1 5 x 2 
IU:宮司T ヱ 1. 7~81 61 1 1 1 I 1 1 2 x 1 
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第 3 図 “お和銀'!"民家の形式的系列と分布





































(写真 6 ) は所調大和棟家tl\~の卓越している大和， 高市郡今井町の今西家の凶側姿図である。東側
にはもっ と複雑な入母屋の屋根形が1IR付いているが， (第5図)の平面形式からは， その様の複雑怠
は連想出来ない。 ζ のような重ね姿の多線入母屋屋根形式を，との地方では“八棟造"と称し，惣年
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白木 :住居家権の屋根形式の変化 - 75ー


















At present， J apanese farm house styles are classified roughly two types 
relative to their roof forms. One type is the roof form set cro五sridges and the 
other type is the roof form set parallel ridges to simple roof. The former has the 
“Kagiya" (“Kudo") style in Kyushu provinces and the “Chumon" style in “δu" 
provinces. The latter has the “Yamato-Mune" style at“Yamato-Kawachi" district. 
The original form of the “Kagiya" style is “Nanto" dwelling form which 
houses are parted by the functions of life and a unit family. Since about the 
middle of recent age， these separated houses were combined to one appearance 
and were transformed into various ridgesl roof， while the “Nago" class were 
independent from the mediaeval rural constitution. On the other.the “Chumon" 
style was a method to enlarge living space and working space at recent age. But 
the original form of this style was the standard dwelling house of the “Myoshu" 
class at mediaeval. 
( 23 ) 
- 76ー 住 居学
The “Yamato-Mune" was also a farm honse style enlarged this living space 
(“Zashiki") and working space (“Doma") since the the middle of recent age. But 
since the early of recent age. the separated houses style of the “Shoya" class 
were combined to the “Yamato-Mune" style. while this class changed in rural 
standing. 
When they kept on same standing i n this part of the country. the roof 
form has cutted connection with the planning on their dwelling houses. 
( 24 ) 
